
診療トピックス

Ｃ型肝炎の最新治療
■Ｃ型慢性肝炎について
初期には症状がほとんどありませんが放置すると高率に肝硬変、肝癌へ進行するため、
見つけ次第治療が必要です。
■Ｃ型肝炎の診断

ＨＣＶ抗体を未測定の患者さんがおられましたら一度測定してみて下さい。ＨＣＶ抗体が
陽性の場合はＨＣＶ－ＲＮＡ（ＰＣＲ法）を測定していただき、陽性であればＣ型肝炎と確定
できます。
■Ｃ型肝炎の最新の治療
以前行われていたインターフェロン療法は著効率が低い、半年～1年注射が必要、副作
用が強いなど、評判は良くありませんでした。
しかし、現在の治療法は内服薬を２か月～３か月服用するだけで100％近い確率で治癒
（ＳＶＲ＝持続的なウイルス陰性化）が得られ、副作用もほとんどありません。
■ＤＡＡ（直接作用型抗ウイルス薬）について

現在、以下の３剤（いずれも内服薬）が用いられています。このうちエプクルーサはこれま
では非代償性肝硬変が主な適応でしたが、2022年8月からは慢性肝炎・代償性肝硬変に
も適応が拡大されました。

薬剤名 対象となる疾患
HCV

遺伝子型
投与期間

マヴィレット Ｃ型慢性肝炎・代償性肝硬変 すべて
慢性肝炎 : 8週間
代償性肝硬変: 12週間

ハーボニー Ｃ型慢性肝炎・代償性肝硬変 1型・2型 12週間

エプクルーサ
Ｃ型慢性肝炎・代償性肝硬変

・非代償性肝硬変
すべて 12週間
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